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論文題目
CT・MRIに基づく筋骨格モデリングと簡易動作計測を統合した患者個別バイオメ
カニクスシミュレーション

要旨

　人体の筋肉や骨格、関節などの運動器系をコンピュータ上でモデル化し、その挙動を解析する筋骨
格系バイオメカニクスシミュレーションは、医療分野における人工関節やインプラントの設計・評価など
様々な分野への応用が期待されている。シミュレーションに用いる筋骨格モデルは、少数の遺体を対象
にした検体解剖に基づいて作成された汎用モデルが一般的である。対象者の身長や体重、モーション
データのマーカー位置情報を用いてスケーリングした汎用モデルがシミュレーションに用いられる。しか
しスケーリングした汎用モデルでは、筋肉量や骨形状の個人差や性別による違いが反映されない。そこ
で本研究では、下肢MRIのセグメンテーション結果から筋肉量と下肢骨形状を推定し、それを反映した
固有筋骨格モデルを用いてシミュレーションを行った。スケーリングした汎用モデルを用いた場合と固有
筋骨格モデルを用いた場合のシミュレーション比較結果を報告する。


